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論文内容要旨
 .緒言
 環境に対する働きかけを数量化して分析するSkinnerboxを用いたオペラント行動学は行
 動を支える脳のメカニズムを解明するのに大いに役立ってきた。飢餓により動機づけられた食餌
 性てこ押し行動の研究も又,その行動を支える飢餓動因,探索動因,記憶などが脳の局在機能と
 どのように結びついているのか,脳破壊,脳刺激などを用いて諸家が研究を進めてきたがなお解明
 された事はわずかにすぎない。特に中隔の学習行動に対する役割りについて記載された論文は少
 く,いまだ定説をみない。本論文は飢餓により動機づけられた家兎を用いオペラント学習を行な
 わせる事により,中隔両側外側核限局破壊の影響を非手術,手術コントロール群と比較検討し,
 中隔のも.つ学習行動への影響,役割りについて論じた。
 実験方'法・
 実験動物には3～4晦の成熟雄白色学兎42羽を用いた。絶食させ自由摂食時の80～85%
 に体重が減少した時に実験が開始され,1日30分Skinnerboxで計画に従って学習が行な
 われた。尚実験中は1日のうち23時間は絶食させた。Skinnerboxと適宜計画されたスケ
 ジュールによって作動するマガジンを連結し,更にSkinnerbox内での家兎のてこ押し行動
 をペン書き記録,或いはカウンターで記録する事により動物の行動を質的,量的に考察し得た。
 又・コンバーターを介してコンピュータを用い統計分析を行った。中隔破壊はSawyerの家兎脳
 地図に従いBregmaより前方4～5観外側1・5観深さは1L5襯とした。尚手術コントールとし
 て皮質皮質下破壊を中隔破壊目標点直上でBregmaから前方4～5襯外側1.5襯深さは6.5観と
 した。破壊方法は双極ステンレス電極を用い10mA,30secの直流通電を行った。実験が終
 了した後は全例剖検され破壊部位を組織学的に検索を行った。学習実験は2種類のてこ押し学習
 とそれらの消去が行なわれた。(1〕GRF学習この学習は1回のてこ押し毎に1ケの強化が与え
 られる持続強化学習(continuousreinforcementschedule)で,1session中に
 強化が100を超えた時ORF学習が完成したとみなした。(2)DRL学習ORF学習が完成し
 た後は,1回の七こ押しののち10秒以上時間が経ってから次のてこ押しを行った場合にのみ強化
 の与えられる低率差別強化学習(dlfferentialreinforcementoflowrate10
 second)が行なわれた。13〕消去ORF学習或いはスケジュールによってはDR、L学習が完成
 重したあと行なわれた。相続く3sessionのてこ押し数が0になった時に消去が完成したものと
 した。
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結果
 (1)一般行動観察中隔破壊家兎22羽のうち1羽のみhyperirritabihtyを示したが皮質皮質下破
 壊群で全く変化がなかった。(2)ORF学習5群42羽について検討したら非手術群はL8sess・iOn,
 皮質皮質下破壊群5,1session・中隔破壊後学習群10.8session,GRF学習完成後中隔破壊
 群3.2session,GRF学習完成後皮質皮下破壊群1sessionでGRF学習が完成した。(31
 DRL学習i)コントロール群11)中隔破壊後DRL学習群IDDRI、学習完成後中隔破壊群
 の3群13羽につき検討した。a)ゴントール群のDR・L学習全過程をEarly,Mlddle,
 Stableの3stageに区分出来たが,これは又,中隔破壊家兎にも適応する事が出来た。
 Stablestageにいたるsession数をDRI・学習完成に要するsession数としたがi)群
 35.8sessionii)群68,8sessioniii)群37.4sessionであった。b)Middle,Stable
 stageに於る平均強化率,平均てこ押し数,平均強化数は各群で差はみられなかったが,Early
 stageでは差がみられた。c)てこ押し反応間隔確率分布1)群のStablestageに於ては
 0～1秒台と強化の与えられる10秒台に高い鋭い山をもつ2峰性のヒストグラムを示すが・ii)
 ili)群では10秒を中心とする低くてなだらかな山を示した。d)Transittonprobability'
 matrix相続く2回のてこ押し相互の確率を求め量的に表現した。i)群のStablestageでは
 10秒を中心とする集落集中化がみられたが一方1i)“i)群では10秒を中心とはするが広くまば
 らな集落をつくるのみであった。14)消去29羽を1)GRF一消去,ii)皮質皮質下破壊一GRF一
 消去,m)CR,F一中隔破壊一GRF一消去,iv)中隔破壊一GRF一消去,V)中隔破壊一DRL一
 消去,VDDRI、一中隔破壊一DRL一消去の6群で検討した。消去完成に要するsession数は
 i)10、6ii)10.1iii)20.oiV)18.7V)29.3VD37.8sessionであった。更に消去成績
 が消去前日のてこ押しの50%,10%,5%になるsession数を比較した。(5)組織所見両
 側外側核が破壊されていたが一部尾状核に及んでいる例があった。
 考・察および結語
 1)中隔破壊による家兎の情動変化の観察から中隔外側核は情動には直接関与するものではない
 と考えられた。2)ORF学習は中隔破壊群では完成が延長するが,てこ押しは行なわないにも拘
 らず餌は食べ,かつ一旦てこ押しを行えばコントロール群と同様のパターで完成する事から,飢
 餓動因,記憶系の障害は考えられず,探索動因の障害と考えられた。3)中隔破壊家兎はDRI、学
 習遅延および学習パターンの変化がみられたが,反応間隔確率分布などを用いて検討すると中隔破
 壊により時間弁別能が障害された為と考えられた。4)消去は中隔破壊家兎はコントロール群と同
 様に消去には応ずるが消去完成は遅延した。5)以上の事実から中隔外側核は次のような影響を学
 習行動に及ぼすと考えられた。即ち中隔は動物の探索動因を左右し時間弁別能にも影響を及ぼし
 ており,又,中隔は脳内抑制系に影響を与え,更には記憶には直接関与しているものではないと
 考えられた。6)最後に,DRL学習完成時に於るてこ押し相互の関係は,順位相関係数,或いは
 Transitionprobabilitymatrixを用いる事により,有意の相関があると考えられた。
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 審査結果の要旨
 著者は,飢餓により動機づけられた成熟雄家兎を用い,Skinnerbox内で食餌性でこ押し
 行動学習,即ち持続強化学習,低率差別強化学習及びそれらの消去を行なわせる事により家兎の
 両側中隔外側核限局破壊の影響を非手術群及び手術コントロール群と比較検討し,中・隔外側核の
 有する学習行動への影響,役割について考察を加えた。その結果,中隔外側核は情動に直接影響
 を及ぼさない事,しかし探索動因には影響を与え,又時間弁別能にも関与するものであろうとし,
 これらは中隔が脳内抑制系に大きな影響を及ぼしている為だろうと推論している。オペラント行
 動のうち,Skinnerboxを用いて動物の学習を定量的に解析する事は特に脳のメカニズ拳を解
 明する上に大いに役立っており,脳破壊,脳刺激を用いて諸家が研究を進めており,海馬,扁桃
 核などの辺縁系の機能は,これらの方法を通して幾多の知見を生んだ。
 しかし中隔については未だ機能の解明は端緒についたばかりと言える。従来中隔破壊により情
 動変化が起こるとされていたが,少くとも中隔外側核破壊では情動変化はおきないという著者の
 実験の結果は脳内情動系に新しい知見となるだろうd両側中隔破壊動物の低率差別強化学習に対
 する影響については研究者によりそれぞれ異論が出されており定説をみないが著者によれば,中
 隔外側核破壊ではこの学習の障害がみられ,これは中隔破壊により時間弁別能に影響を及ぼした
 為と考察している。てこ押し行動により動物の行動の定量的解析を行う為には本学習が有効であ
 るが,従来の如く反応時間隔確率分布或いは強化后反応確率分布だけでは行動の二次元的考察し
 か得られないがコンピューター使用によりTransitionprobabilltymatrixを用い解
 析するとてこ押し行動がdynamicに捕え得た。このようにしててこ押し行動にはある相関関係
 が存在する事を導き出したが・この事は・ともすれば擬人的解析方法に陥りやすい学習行動研究
 に,客観的,定量的解析の可能性を加えたものと考えられる。更に著者は食餌惟てこ押し行動の
 発現する脳内メカニズムについても考察を加えている。以上の如く著者の行った実験及び考察は
 従来の行動研究をdynamicに進め得る可能性を示した点,及び中隔のもつ学習行動の役割を明
 確にし得た点で大脳生理学への貢献が大と考えられ,学位授与に価するものと考えられる。
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